
長さ制御（設計思想から見た概観）
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発想のつぼ（1）
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DRFPMI LSC design

発想のつぼ（2）
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このスキームを実現するパラメータとして、例えば
dlm=1.5[m]

SB1(PM)=25 [MHz]→MI完全透過
SB2(AM)=150 [MHz]→MI完全反射
PRCはマクロずらし

その他詳細
SB1は重力波用のLOなので完全共振にする
…



Preliminary

センシングマトリックス（数値計算）
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まとめ

DRFPMI LSC design

メリット
特にl系の信号が分離できるようになる
準対角化はいずれにせよ必要なので、ハード的に処理できることは

  重要であり、かつ全体としてシンプルな設計になる

デメリット
25-150MHzの組み合わせだとアシンメトリが大きい

雑音のカップリングが心配
準対角化スキームを実現する方法（変調周波数・アシンメトリ）

  は複数存在するので、より影響の少ない選び方は可能


